
13:00 ◆開会挨拶：株式会社インサイト技術顧問和田義孝教授 ◆ご連絡：事務局より

13:10
東北大学大学院
工学研究科
航空宇宙工学専攻

深見 開 准教授

Phase and causal perspective to machine-learn fluid flows
本講演では、非定常航空流体系を主な題材に、非線形機械学習を用いた複雑流動解析について議論します。航空機周り
では時々刻々と流れの状態が変化し、それらは膨大なパラメータ数により支配されるので、その取り得る渦パターンは
無数になります。さらにはその時空間自由度は膨大であり、ナイーブな数値的・実験的解析のみではリアルタイムに現
象を追うのが難しくなります。そこで本講演では、まずそれらのデータを非線形的に圧縮し、そのエッセンスを低次元
的に抽出した後に、位相振幅縮約理論や情報理論を組み合わせた機械学習を考慮することで、オンタイムなデータ再構
築やダイナミカルモデリング、流動制御、また形状最適化が可能になることを、基礎的な流れから産業応用までカバー
しながら紹介します。

13:50

東北大学大学院
工学研究科
土木工学専攻

山中 耀介 助教

RBF補間に基づく代理均質化モデルによる非線形マルチスケール解析
様々な工業製品に利活用されている複合材料（繊維強化樹脂等）の力学的特性は、そのミクロ構造に支配されます。ミ
クロスケールとマクロスケールのそれぞれにおける境界値問題の連成解析を実施する非線形マルチスケール解析は、複
合材料の大変形や非弾性挙動を予測する上で有効な手法です。しかし、FE2といった従来の手法には、計算コストや定式
化における課題があり、CAEにおける幅広い問題への適用は非現実的とされてきました。近年では、従来手法の課題を
克服する手法として、機械学習を用いたマルチスケール解析手法が注目されています。本講演では、当該分野における
研究動向を概観するとともに、私たちのグループのこれまでに取り組んできた、RBF(Radial Basis Function)補間とよば
れる機械学習によってミクロ解析の代理モデルを構築し、非線形マルチスケール解析を実施する手法についてご紹介し
ます。

14:30 ＜チュートリアル＞
株式会社インサイト
技術開発部

二宮 悠樹

C A D モ デ ル を 生 成 す る A I の 動 向
3D・CADモデルを生成するAIの研究動向と、主要な取り組みを紹介します。Autodeskがニューラル CAD基盤モデルを
発表するなど、この分野は近年注目を集めています。製品実装には依然として課題が多く研究段階が中心ですが、だか
らこそ今、技術の全体像を押さえておく価値があります。現在の研究トレンドと要素技術を整理し、この分野がどこへ
向かうのかを展望します。

14:50 ◆休憩１５分

15:05
＜チュートリアル＞
株式会社インサイト
代表取締役社長

三好 昭生

マルチエージェントが拓くCAEの新地平― 操作する解析から、語りかける解析へ
ADVENTURE の構造解析環境 AdvOnWin を、機能を保ったまま Python へ移植する取り組みを紹介します。これを、複
数の AI エージェントが解析を支援する「マルチエージェント援用 CAE」の土台と位置づけています。この方向では、利
用者がアプリの操作を習得しなくても、多少の省略や曖昧さを含む自然言語の指示で解析を進められること、定型の一
通りに限らず多様なワークフローを扱えることを狙います。移植は機能を作り直さず、既存の全機能をそのまま引き継
ぐ方針で進め、各工程の出力をあらかじめ用意した参照結果と照合して確かめています。構造解析の実例で、自動実行
と結果照合を実演します。進捗により、一部の工程の紹介に留まる場合があります。

15:30
法政大学
デザイン工学部
都市環境デザイン工学科

山本 佳士 教授

AI・量子計算を用いたトポロジー最適化および非破壊検査の高度化
近年、建設分野の維持管理において、AIを活用した技術の研究が活発に行われています。講演者の研究グループでは、
レーダ画像からコンクリート構造物内部の微細なひび割れを逆解析により推定する技術を、AIを用いて高度化すること
に取り組んでいます。この分野では、学習データの不足や汎化性能が課題となっていますが、これらを、シミュレー
ションの活用等により克服する研究事例を紹介します。また近年では、量子計算によるCAE分野の各種手法の高度化に
関する研究が国内外で活発に行われるようになりました。ここでは、量子計算による逆解析、トポロジー最適化に関す
る研究とその可能性、今後の展望についても紹介します。

16:10
近畿大学
理工学部機械工学学科
メカニックス工学系専攻

和田 義孝 教授

物理とデータを融合したき裂進展予測モデルの構築
― 転移学習・方程式発見・PDE正則化による物理サロゲートモデリング ―
本講演では、2次元き裂進展予測サロゲートモデルで得られた知識を3次元き裂進展予測へ活用する転移学習手法を紹介します。
s-FEMにより生成したき裂進展データを用い、き裂先端座標のみから進展挙動を予測するCNNベースの物理サロゲートモデル
を構築しました。その結果、予測精度を維持または向上させながら、学習時間を約70%削減できることを確認しました。
また、AI-Feynmanによる方程式発見を用いて、き裂進展に関する解釈可能な偏微分方程式を導出し、それをPDE正則化として
ニューラルネットワークの損失関数に組み込む方法を説明します。本講演では、深層学習、転移学習、物理的事前知識、シン
ボリック回帰を組み合わせることで、3次元き裂進展の高精度かつ解釈可能な予測モデルを構築するための可能性を示します。

16:50
17:00

◆閉会挨拶：株式会社インサイト代表取締役社長三好昭生 ◆ご連絡：事務局より
終了

17:15-
19:15 交流会（会場近辺の予定）会費： 1 , 0 0 0円

第８回 インサイト・データサイエンスカンファレンス
日時：2026年８月24日(月曜日）13:00～17:00

定員：会場36名/オンライン50名

東京都中央区八重洲1丁目8番16号 新槇町ビル13階
会場：近畿大学東京センター ＆ オンライン

参加費無料

主催：株式会社インサイト

講師紹介ページへ

お申込みフォーム

https://www.meshman.jp/index.html
https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/campus-guide/tokyo-office/access-way.html
https://www.meshman.jp/index.html
https://forms.office.com/r/zNcpDqcUPB


弊社インサイトでは、最新の情報を取り入れながら技術者の皆様のスキル向上に貢献すべく、2018年より「CAE技
術者のためのデータサイエンス勉強会」と「コーディング系講習会」を開始し、累計230回開催、延べ530名以上の
方にご参加いただいております。さらに、2019年当社創立20周年を記念して「データサイエンスカンファレンス」
開催を開始し、今年で第8回を迎えます。今回も工学各分野でデータサイエンス技術を駆使する第一線の研究者4名
による講演を予定しており、終了後には先生方を交えた交流会もございます。貴重な機会ですので、ぜひご参加く
ださい。                       ※同業他社の方は参加をお断りする場合がございますので、あらかじめご了承ください。

講 師 紹 介 

◆深見 開 准教授
Kai FUKAMI

東北大学 大学院
工学研究科
航空宇宙工学専攻

2018年3月 慶應義塾大学 理工学部 機械工学科 学士課程 卒業 
2018年8月-12月 Department of Mechanical Engineering, Florida State University, 訪問研究員
2019年1月-8月 Department of Mechanical and Aerospace Engineering, University of California, Los Angeles 
(UCLA), 訪問研究員
2020年9月 慶應義塾大学 大学院理工学研究科 開放環境科学専攻 修士課程 修了
2020年9月-2021年8月 慶應義塾大学 理工学部 機械工学科 訪問研究員
2024年2月 Department of Mechanical and Aerospace Engineering, University of California, Los Angeles 
(UCLA), Ph.D.課程修了
2024年3月-2024年12月 Department of Mechanical and Aerospace Engineering, University of California, Los 
Angeles (UCLA), ポスドク研究員
2025年1月- 東北大学 大学院工学研究科 航空宇宙工学専攻 准教授
2025年4月- 東北大学 流体科学研究所 兼務教員

◆山中 耀介 助教
Yosuke YAMANAKA

東北大学 大学院
工学研究科
土木工学専攻

2019年 3月 東北大学 工学部 建築・社会環境工学科 卒業

2021年 3月 東北大学 大学院 工学研究科 土木工学専攻 博士課程前期2年 修了

2024年 3月 同博士課程後期3年 修了

2024年 4月〜2026年3月 日本大学 研究員（日本学術振興会 特別研究員PD）

2026年 4月〜現在 東北大学 大学院 工学研究科 土木工学専攻 助教

◆ 山本 佳士 教授
Yoshihito YAMAMOTO

法政大学
デザイン工学部
都市環境デザイン工学科

2002年3月 名古屋大学 工学部 社会環境工学科 卒業

2004年3月 名古屋大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 博士前期課程 修了

2004年4月～2014年3月 防衛大学校 建設環境工学科 助手（2007年度から助教）

2014年4月～2020年3月 名古屋大学大学院 工学研究科 社会基盤工学専攻 准教授

2020年4月～ 法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科 准教授を経て、2021年10月より教授

専門：構造工学、応用力学、計算工学

◆ 和田 義孝 教授
Yoshitaka WADA

近畿大学
理工学部機械工学科
メカニックス系工学専攻
(インサイト顧問）

1993年3月 東京理科大学理工学部機械工学科 卒業
1993年4月～1995年3月 東京理科大学理工学研究科 専攻
1995年4月～1997年3月 東京大学大学院工学系研究科博士後期課程 専攻
1997年4月 東京大学大学院工学系研究科寄附講座 助手
1998年 博士（工学）取得
2000年2月 高度情報化科学技術研究機構 勤務
2002年4月 諏訪東京理科大学システム工学部 講師を経て2007年4月より准教授
2012年4月 近畿大学理工学部機械工学科 准教授
2017年4月～現在 近畿大学理工学部機械工学科 教授
専門：計算力学（自動モデル生成、有限要素シミュレーション）、破壊力学、非接触ひずみ計測、深層学習の工学応用

破壊に関する話題:チョコレートの綺麗な割り方をNHKの番組にて指南し、綺麗に割れることを実証

◆ 三好 昭生
Akio MIYOSHI

株式会社インサイト
代表取締役社長

1979年3月   東京大学工学部原子力工学科 卒業
1980年9月-1981年6月   東京大学と米国Massachusetts Institute of Technology間の交換留学制度にて

MIT大学院航空宇宙工学専攻に留学、単位取得退学
1982年3月   東京大学大学院工学系研究科原子力工学専攻修士課程 修了
1882年4月-1988年6月   株式会社間組技術研究所 勤務
1988年7月-1996年9月   日産自動車株式会社宇宙航空事業部 勤務
1996年9月-1999年9月   東京大学大学院工学系研究科システム量子工学専攻博士課程 修了
1999年10月 有限会社インサイト(後に株式会社インサイト)創業   現在に至る
専門：インターフェースエージェント、自動メッシュ分割、大規模粒子データの自動生成、

FEM構造解析、SPH粒子法、DEMによる粉体解析、データ駆動CAEの為の機械学習、生成AI

第８回  ンサイト・データサイエンスカンファレンス

http://www.meshman.jp/seminar/DataScience.html
http://www.meshman.jp/seminar/DataScience.html
http://www.meshman.jp/seminar/DataScience.html
http://www.meshman.jp/seminar/DataScience.html
https://www.meshman.jp/index.html
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